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●実行委員長　小野里利夫さん（坂花町）

継続的な防災訓練を！

●境町区長会会長　遠藤光一さん（下仲町）

町全体で実践的な訓練を！

車椅子での避難経路が
確認でき良い訓練に！

　一昨年の豪雨災害を受け
て、住民の大切な命、貴重
な財産をどうしたら守れる
のかという防災意識が高
まってきたように感じます。
　昨年は利根川沿線の８行
政区で防災訓練を行いまし

たが、今年は区長会が主体となって町全体の
命の尊さ、町をどうしたら守れるのかという
ことを念頭に、今回の防災訓練にたどり着き
ました。区長会としては、これで終わりでは
なく、次の長田地区へ移行して防災訓練を存
続し、最終的には町全体で防災訓練を実施し
ていけたらと思います。

　一昨年の関東・東北豪雨
で、境地区は甚大な被害を
受けました。今年も各地で
ゲリラ豪雨による水害被害
が報道されるなど、境町で
もまたいつ一昨年同様の災
害が発生するか分かりませ

ん。そういった災害に備えて、普段から今日
のような実践的な訓練を重ねることが何より
大切だと感じていますので、この取り組みを
町全体に発展させていきたいです。

●大島鈴子さん（住吉町 2 区）

　災害時の車椅子での避難
経路を確かめることができ
て、良かったです。また、
境小でも様々な体験や展示
が行われ、今日は良い訓練
になったと思います。

●酒井基子さん（住吉町 2 区）

　車椅子の方の避難補助を体験してみて、ボ
ランティアの良い練習になりました。

●酒井直竹くん（住吉町 2 区）

　煙体験が一番楽しかったです。
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利根川決壊に向けた住民主体の　　　　　　　　　　　
防災訓練を実施
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10
月
１
日
（
日
）、
境
町
役
場
及
び
境
小
学
校
に

お
い
て
、
境
地
区
の
行
政
区
を
対
象
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
６
０
０
名
を
超
え
る
住
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
昨
年
の
関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
時
に
被
害
が
最
も
集
中
し
た
境
地

区
の
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な
り
、
一
昨
年
よ

り
も
被
害
が
拡
大
し
、
利
根
川
が
決
壊
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
当
日
は
、
役
場
４
階
会
議
室
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
対
策
本
部
か
ら
の
避
難
勧
告
の

発
令
を
受
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
行
動
を

開
始
。
車
椅
子
の
方
な
ど
地
域
の
要
援
護
者
の
避

難
援
助
等
も
行
わ
れ
、
実
践
的
な
避
難
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
と
立
教
大
学
が
共
同
で
進
め
て
い

る
防
災
ア
プ
リ
（
ク
レ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
※
次
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）」
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
新
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
や
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作
動

し
た
場
合
を
想
定
し
た
対
応
行
動
に
つ
い
て
も
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
避
難
場
所
の
境
小
学
校
の
校
庭
で
は
、
火
災
時

の
煙
の
怖
さ
を
体
験
で
き
る
煙
体
験
ハ
ウ
ス
や
水

消
火
器
体
験
、
は
し
ご
車
体
験
の
ほ
か
、
自
衛
隊

の
協
力
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
、
様
々
な
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
境
町
全
体
に
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
広

が
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

実
践
的
な
避
難
訓
練
に

６
０
０
名
以
上
が
参
加

一昨年の関東・東北豪雨災害を教訓に、特に被害が集中した境地区の自主防災組織が主体とな
り、境地区全体での防災訓練が実施されました。600 名以上が参加し、実践的な内容で行わ
れた様々な訓練の様子を紹介します。

▲災害対策本部の開設訓練

▲多くの住民の皆さんが訓練に参加

▲リヤカーを使用して避難を
行った旭町行政区の皆さん

▲車椅子での避難
経路も確認

▲弾道ミサイルが落下する可能性のある場合の行動のための国民保護訓練を実施

▲水消火器体験▲ドローンの操縦体験 ▲炊き出し訓練でカレーを試食

▲県の防災ヘリも
境小上空を旋回

▲救急救命訓練

▲自衛隊も炊き出しや救助関連装備を展示

▲タブレットから避難勧告を発令す
る橋本町長。使われているのは、町
と立教大学が共同で進めている防災
アプリ。開発に携わっている立教大
学大学院 21 世紀社会デザイン研究
科の長坂俊成教授（写真左）と国立
研究開発法人防災科学技術研究所の
増田和順さん（写真右）

境地区 600名
以上が参加 !!

▲煙体験ハウスで火災時の煙の怖さを体験

◀︎▼給水タンクの説明

災害対策本部

避難開始

▲避難完了を宣言する小野里実行委員長

避難完了

避
難
訓
練
〜
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
よ
る
検
証
〜

国民保護訓練
〜弾道ミサイルの発射を想定した訓練の実施〜

展示体験訓練

台
風
に
伴
う
大
雨
洪
水
警
報
発
令

8:00

「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」発
令

8:25

第
１
回
災
害
対
策
本
部
会
議

8:30境
地
区
全
域
に
「
避
難
勧
告
」
発
令

9:00

避難訓練完了後も
様々な訓練を実施！
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「防災アプリ」を活用した災害情報の発信
国の方針により、平成 34 年までに「防災行政無線」のデジタル化が急務となっており、
実施するためには、約 5 億円ほどの費用がかかってしまいます。
町では、「防災行政無線」に替わる新たな手法として、より低コストで確実に災害情報を
伝えられる「防災アプリ」の導入を検討しています。
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今
ま
で
災
害
時
に
住
民
の
方
に
避
難
を
呼

び
か
け
る
情
報
伝
達
手
段
は
、
一
般
的
に
、

防
災
行
政
無
線
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
で
し
た
。
地
域
に
よ
っ

て
は
行
政
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
か
っ
た

り
、
最
近
の
住
宅
は
構
造
が
高
気
密
化
し
て

い
る
た
め
、
中
々
聞
こ
え
な
い
伝
わ
ら
な
い

と
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
境
町
と
立
教
大
学
で
実
証
実
験
を

行
っ
た
「
防
災
無
線
」
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
新
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
防
災
行
政
無
線

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
の
課
題

や
問
題
点
を
補
完
、
も
し
く
は
代
替
す
る
伝

達
手
段
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
災
害

情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
「
防
災
ア
プ
リ
」は
、個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
通
し
て
、
音
声
が
強
制
的
に

割
り
込
ま
れ
、
役
場
か
ら
の
情
報
が
瞬
時
に

伝
達
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
耳
の
聞
こ
え
な
い

方
に
つ
い
て
も
、
同
時
に
文
書
も
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、文
書
を
読
ん
で
も
ら
っ

て
、
災
害
情
報
な
ど
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。さ
ら
に
、ア
プ
リ
を
利
用
す
る
た
め
、

町
外
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
や
観
光
客
な
ど

に
も
避
難
情
報
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

従
来
の
防
災
行
政
無
線
は
、
一
方
方
向
の

み
の
情
報
伝
達
で
し
た
が
、「
ク
レ
バ
ー
メ

デ
ィ
ア
」
は
、
例
え
ば
、
役
場
か
ら
住
民
の

方
へ
安
否
確
認
を
す
る
た
め
に
「
無
事
で
す

か
？
」
と
い
う
情
報
を
送
る
と
、
住
民
側
か

ら
「
無
事
で
す
」
ま
た
は
「
救
助
し
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
の
情
報
を
ボ
タ
ン
一
つ
で
回
答

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ

め
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
時
に
、
利

用
者
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
避
難
行
動
に

対
す
る
支
援
・
助
け
が
必
要
な
ど
と
い
っ
た

情
報
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
登
録
し
た

情
報
を
併
せ
て
役
場
に
送
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
位
置
情
報
）
の
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。「
無
事
で
す
」
や
「
救
助

し
て
く
だ
さ
い
」
と
返
信
す
る
時
に
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
使
い
、
私
は
こ
こ
に
い
ま
す
と
い
う
緯

度
・
経
度
の
情
報
が
併
せ
て
送
ら
れ
る
の
で
、

役
場
は
返
信
者
が
今
危
険
な
場
所
に
い
て
助

け
を
求
め
て
い
る
の
か
、
安
全
な
場
所
で
避

難
が
完
了
し
て
い
る
の
か
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
返
事
が
ど
こ
か
ら
返
っ
て
き
た
の

か
電
子
地
図
上
で
確
認
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
背
景
に
地
図
だ
け
で
は
な
く
、
利
根
川

の
浸
水
想
定
地
域
図
や
被
災
地
で
撮
影
し
た

ド
ロ
ー
ン
の
映
像
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ
て
表

示
し
、
更
に
そ
の
上
に
返
信
が
あ
っ
た
救
助

情
報
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
情
報
を
元
に
、
よ
り
危
険
度

の
高
い
方
の
元
へ
優
先
的
に
救
助
に
向
か
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
プ
リ
が
起
動
し
て
い
な
く
て
も
、

電
源
が
入
っ
て
い
れ
ば
強
制
的
に
ア
プ
リ
が

起
動
し
、
防
災
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

災
害
時
に
避
難
を
呼
び
か
け
る
新
し
い
伝
達
手
段

「
防
災
ア
プ
リ
」
の
導
入
と
効
果
と
は
？

災
害
時
に
は
安
否
情
報
を

ボ
タ
ン
一
つ
で
送
信
可
能
！

立教大学大学院
21 世紀社会デザイン研究科

長坂　俊成　教授
【略歴】慶應義塾大学助教授、防災科学技術研究所主
任研究員を経て現在。専門：リスク学、防災。（一社）
協働プラットフォーム代表理事として、コミュニティ
とリスクガバナンスを支える情報プラットフォーム
を開発し被災地の情報支援やデジタルアーカイブ等
のプロボノ（社会貢献活動）活動に取り組む。

NAGASAKA 
TOSHINARI

 　　　　　　　　　　 　　　　長坂俊成教授　防災インタビュー立教大学大学院
21 世紀社会デザイン研究科

【災害時「防災アプリ」の活用イメージ】
※ 10月 1日には、「防災アプリ」の実証実験が実施されました。

役場から避難勧告を発令

〈役場に情報集約〉

より危険度の高い住民の元
へ、迅速な救助活動を行う
ことが可能

・より多くの方に確実に防災情報を伝えることができます！
・双方向型のシステムを活用し、より迅速な救助活動が可能になります！
・「防災行政無線」のデジタル化と比べ、はるかに低コストで導入できます！
・将来的には、ビーコン端末（位置情報システム搭載）を活用することで、
  認知症高齢者の徘徊捜索にも活用できます！

【「防災アプリ」の導入で期待される効果】

〈境町役場〉

タブレットやパソコンから災害情報
や避難情報を発信

〈一般家庭〉

スマホなどで災害情報を受信し、
ボタン一つで安否情報を返信

双方向型

……無事

……救助要請

OK

安否情報が役場のパソコン
に集約され、地図上にアイ
コンで表示されます。事前
に登録しておくことで、ア
イコンから個人情報を確認
することができます。

境町はインターネットラジオを使った
「防災アプリ」を検討しています（立教大学とシステム開発中）

「防災行政無線」のデジタル化
国の方針により、平成 34 年までに現状のア
ナログ方式からデジタル方式への移行が急
務となっています。しかし、デジタル方式
への移行費用は約 5億円かかる見通しです。

認知症の
徘徊捜索にも

ビーコン端末を身に付けること
で、位置情報を家族などに通知可
能になります。

住民が安否情報を返信

救助

「防災アプリ」を導入し、住民の皆さんへ的確に災害情報を届けます！

集
約

平成 34 年までに
デジタル化が義務

〈現　状〉
アナログ方式

費用は約５億円かかる見通し
（個別受信機の配布あり）

〈平成 34 年〉
デジタル方式

低コストで安全な仕組み
「防災アプリ」の導入費用と、例えば、
スマートフォンを持っていない世帯
に１台ずつ配布したとしても、「防
災行政無線」のデジタル化に比べて、
はるかに低コストで導入することが
可能です。

費用：約 100 万円

「防災アプリ」の
システム導入費用

そ
れ
に
替
わ
る
仕
組
み
と
し
て

個別受信機の配布なしの
他市町村の場合

● K 市　デジタル化し、屋外拡声設備を増設中　　　　　　 費用約 4 億円

● B 市　デジタル化し、個別受信機に防災ラジオを増設中 　費用約 1 億 5,000 万円

● Y 町　デジタル化し、屋外拡声設備を増設中                　費用約 1 億 8,000 万円

費用：約 1,000 万円

１台１万円のスマートフォンを
1,000 世帯へ配布しても…

例えば



※ 1 指定緊急避難場所：災害等の危険が切迫した状況において、一時的に住民等が緊急に避難する際の避難先で
　　生命の安全確保を目的とした場所や施設。　
※ 2 指定避難所：避難した住民等を災害の危険性がなくなるまで一定期間滞在させることを目的とした施設。Sakai town news Sakai town news7 6

利根川決壊時は町の 9 割が浸水 !? どうする？

水平避難＋垂直避難
　　新たな避難場所の確保
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第9分団のポンプ操法の様子

見事なチームワークを見せてくれた第9分団の皆さん

締結式の様子

●消防ポンプ操法県西地区大会

境町第９分団が敢闘賞

●災害時における施設使用に関する協定

境警察署との協定を締結

●出場選手
【指揮者】海老原鉄也さん（伏木北部）【１番員】中村直樹さん（伏木中部）
【２番員】木村賢司さん（伏木北部） 【３番員】間中昭徳さん（伏木南部）
【４番員】田村勝司さん（伏木南部） 【補助員】佐怒賀一輝さん（伏木中部）

　10 月８日（日）、古河市中央運動公園において、第
68 回茨城県消防ポンプ操法競技大会県西地区大会が開
催され、10 市町の消防団が出場し、日頃の訓練の成果
を競いました。この操法大会は、消防ポンプ車の基本操
作を練磨し、迅速な消化活動および災害活動能力の向上
を図るため、毎年実施されています。
　今大会は、境町代表として、境町消防団の第９分団（伏
木北部、伏木中部、伏木南部、一ノ谷）の選手たちが出場。
約半年間にわたり、連日連夜にわたる厳しい訓練で培っ
た消防技術と見事なポンプ操法で、敢闘賞を受賞しまし
た。「自分たちのまちは自分たちで守る」という使命感
のもと、日々訓練を重ねる町消防団のみなさんは欠かせ
ない存在です。今後も応援のほど、お願いいたします。

　10 月 11 日（水）、町は所有する施設の一部について、
大規模災害発生時等に警察署が使用不能となった際の
代替施設として茨城県境警察署に提供する内容の協定
を締結しました。協定の締結により、発災時の早期初動
体制の確立と円滑な災害警備活動が可能になり、住民の
安全と安心を確保できることになります。

　水害時、防災拠点となる役場に、緊急時の
一時的な避難場所として約 200 人を収容で
きる水害避難タワーを建設します。
　利根川決壊等の大規模水害の恐れがある場
合、危険が迫る前の立ち退き避難が前提です
が、逃げる間もなく水が押し寄せ、逃げ遅れ
た場合や、移動が困難な要配慮者のための設
備がないことが懸案事項でした。
　今回の水害避難タワーの建設により、利根
川決壊時に想定される最大浸水深に耐えうる
設備としてこれらの課題を解決するととも
に、２階部分に備蓄倉庫を設置することで避
難者の安全と安心が確保されることになりま
す。また、現在、役場の地下に設置されてい
る非常用電源についても、浸水しない高さに
新たに設置することで、洪水浸水時の電源問
題も解消することができます。

　来春、町外の子育て世帯の移住者を対象と
した、境地区定住促進住宅（境町字不二東）
が完成予定です。この住宅は、民間の資金や
経営能力及び技術的能力を活用した PFI 方式
によるもので、北関東初の導入となります。
太陽光パネルによる自家発電や、救助活動が
行える屋上ヘリポートⓇを表示し、水害時に
一時的な避難場所として利用可能です。
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緊急時は、近くの指

定緊急避難場所に集

まってから安全な避

難所へ移動します

指 定 避 難 所 ※ 2

防災拠点となる役場敷地内に約 200 人を収容できる水害避難タワーができます

町に PFI 方式の定住促進住宅が建設されます。 約 300 人が避難できる場所を作りました

　町では、洪水災害時の町民の町外広域避難所とし
て、坂東市方面では、茨城県立坂東総合高校（坂東市
逆井／平成 28 年 6 月 17 日締結）と古河市方面では、
茨城県立総和工業高等学校（古河市葛生／平成 29 年
10 月 24 日締結）へ避難できるよう指定しています。
平成 28 年 12 月には、坂東総合高校と境町で初の合
同避難訓練を実施し、避難経路の確認や校内施設の見
学を行いました。

町外広域避難所（坂東市・古河市）
町が浸水しても住民の命を守るため板東市と
古河市の県立高校２校の避難先を確保

坂東総合高校で避難訓練を実施 総和工業高校との覚書を締結

指 定 緊 急 避 難 場 所 ※ 1

太陽光パネルを設置 Ⓡマークを表示
A 棟 屋 上 B 棟 屋 上
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　町では、洪水被害者ゼロを目指して、国土交通省に
対し、町民の皆さんの避難場所にもなる「河川防災ス
テーション」の建設要望を行っています。
　「河川防災ステーション」とは、水防活動を行う上
で必要な土砂などの緊急用資材を備蓄しておくほか、
資材の搬入出やヘリコプターの離着陸などに必要な
作業面積を確保するものです。洪水時には市町村が行
う水防活動を支援し、災害が発生した場合には、緊急
復旧などを迅速に行う基地となるとともに、平常時に
は河川を中心とした文化活動の拠点とし、活用される
施設です。

河川防災ステーション
「河川防災ステーション」の国への建設要望

イメージ図石井啓一国土交通大臣に要望書を提出

最新 PFI 住宅に避難場所を確保

水害避難タワー及び非常用電源

平成 29 年度中
完 成 予 定

平成 30 年 3 月
完 成 予 定

境町役場の想定される最大浸水深は、国交省利根川上流河川事務所の最新の試算で
７.15m とされていることから、避難場所及び非常用電源設置箇所の高さを８m 以
上としています。

建設費用の 64% は国の補助金を活用！
建設費用 1 億 6,281 万円（国補助金・地方債・ふるさと納税を活用）
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命を
助ける

日本初

要望中 北関東初

役場周辺の住民

山神町から利根川周辺の住民

万が一冠水しても、災害対策本部として機能します

最新住宅に垂直避難を可能にする避難場所を設備

約1,000人が
助かります

約 300 人が
助かります

非常用電源が
設備されます

備蓄倉庫を
設置します

PFI 方式とは？
PFI 方式とは、公共サービスの提供に民間の資
金・ノウハウを活用する事業手法です。良質な
住環境・生活環境サービスを提供し、移住定住
者を増やすための取り組みです。魅力の高い住
宅でありながら、町の運営・維持管理を含むラ
イフサイクルコストの縮減も図られます。

浸水時でも
緊急な場合、
庁舎内合わせ

最大 1,000 人まで
一時的に避難

できます
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境町雨水排水計画図案

市街地の
浸水エリア
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雨水管を
バイパスする路線

流下能力
不足の幹線
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平
成
27
年
９
月
に
発
生
し
た
関
東
・
東
北

豪
雨
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
町
が
多

く
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で
紹
介
し
て
い

る
通
り
、
防
災
に
向
け
様
々
な
対
策
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
冠
水
対
策
に
つ
い
て
も
、

２
つ
の
対
策
を
柱
と
す
る
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
１
つ
め
は
、
市
街
地
の
冠
水
対
策
と
し
て
、

都
市
下
水
路
に
接
続
す
る
雨
水
バ
イ
パ
ス
管

を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。
本
年
度
、
公
共
下

水
道
の
事
業
計
画
の
変
更
手
続
き
や
、
調
査
・

設
計
を
行
い
、
来
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し
、

平
成
32
年
度
の
完
成
を
目
標
に
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

２
つ
め
は
、
境
警
察
署
南
側
の
長
井
戸
地

区
、
上
小
橋
地
区
及
び
陽
光
台
地
区
な
ど
の

冠
水
対
策
と
し
て
、
上
小
橋
五
差
路
北
側
に

調
整
池
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、

関
東
・
東
北
豪
雨
時
に
冠
水
し
ま
し
た
が
、

圏
央
道
境
古
河
IC
に
設
置
さ
れ
て
い
る
調
整

池
は
満
水
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
染

谷
川
周
辺
の
冠
水
は
、
周
囲
か
ら
大
量
の
雨

水
が
流
入
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
調
整
池
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

冠
水
の
解
消
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
策
定
す
る
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い

て
住
宅
な
ど
の
誘
導
区
域
を
設
定
し
、
交
付

金
を
活
用
し
て
平
成
34
年
度
の
完
成
を
目
標

に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

冠水した道路

多くの車が水没した交差点 ボートでの救助活動

冠水した商店街の様子

バ
イ
パ
ス
管
と
調
整
池

２
つ
の
冠
水
対
策

凡　例

染谷側排水機場
中央１号雨水幹線
染谷川
調整池候補地
雨水管をバイパスする路線
市街地の浸水エリア
流下能力不足の幹線

関東・東北豪雨から２年が経過し、新たに２つの対策を柱とする雨水排水計画が実施される運
びとなりました。調査や工事などでご不便おかけすることもありますが、災害に負けない安心
して暮らせるまちづくりのため、ご協力をお願い致します。

市街地エリア上小橋エリア

豪雨時の車による移動は
慎重に行ってください。
危険を感じたら、すぐに避難を！

境町防災最前線

ゲリラ豪雨に負けない
冠水被害ゼロを目指して
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平成 34年度完成を目標に上小橋
五差路北側に調整池を設置します

取り組み1
調整池の設置

上小橋エリア

平成 32年度完成を目標に
市街地の浸水エリアに
雨水管をバイパスする
路線を整備します

取り組み2
バイパス管の設置

市街地エリア
調整池
候補用地

冠水時

町では関東・東北豪雨災害の教訓を受けて
2 年間で雨水排水計画を策定しました

冠水ゼロを目指して住みやすいまちづくりに取り組んでいます

対
策

平成 32 年度完成予定 バイパス管の設置
平成 34 年度完成予定 調整池の設置

￥ 約4億円

￥ 約6億円

国の補助金を
それぞれ 5 割
活用予定です

調整池イメージバイパス管イメージ
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今
回
と
次
回
は
、
境
町
秘
書
公
室
秘
書
広
聴
課
（
茨
城

県
境
町
）
と
筆
者
（
牧
瀬
）
の
共
著
で
進
め
る
（
本
稿
の

責
任
は
牧
瀬
に
あ
る
）
。
事
例
と
し
て
境
町
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
今
回
は
境
町

が
進
め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
に
あ
る
、
人
口
増

加
・
財
政
再
建
・
ひ
と
の
創
生
の
観
点
か
ら
言
及
す
る
。

 
．
境
町
の
概
要

 

境
町
は
利
根
川
と
江
戸
川
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
。
江

戸
時
代
に
は
水
運
を
生
か
し
た
利
根
川
随
一
の
河
岸
の
町

と
し
て
、
人
や
文
物
の
行
き
交
う
文
化
交
流
の
場
と
し
て

繁
栄
し
た
。
2
0
1
5
年
に
圏
央
道
境
古
河
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
2
0
1
7
年
2
月
に
は
圏
央
道
が
茨

城
県
内
で
全
線
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
都
心
だ
け
で

な
く
成
田
空
港
へ
も
1
時
間
と
ア
ク
セ
ス
の
便
が
向
上
し
、

さ
ら
な
る
発
展
の
契
機
を
迎
え
た
。

 

境
町
は
、
人
口
増
加
・
財
政
再
建
・
ひ
と
の
創
生
を
三

つ
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
現
状

や
課
題
、
対
応
を
記
し
て
い
く
。

2
．
人
口
増
加
の
取
り
組
み

 

境
町
の
人
口
は
、
年
少
人
口
（
0
〜
 4

歳
）
に
着
目
す

る
と
、
1
9
8
1
年
の
6
6
3
5
人
に
比
べ
、
2
0
1
5

年
に
は
3
2
0
2
人
と
な
り
、
半
分
以
下
と
な
っ
た
。
出

生
数
に
注
目
す
る
と
、
1
9
7
5
年
生
ま
れ
の
児
童
は

4
8
0
人
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
4
年
に
は
1
7
8
人
に

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
（
 
表
1
）
。

 

年
少
人
口
の
減
少
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
境
町
で
は
奈

義
町
（
岡
山
県
）
の
取
り
組
み
に
注
目
し
た
。
奈
義
町
で

は
、
2
0
1
2
年
に
「
奈
義
町
子
育
て
応
援
宣
言
」
を
掲

げ
、
2
0
1
4
年
に
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
前
年
の
1
・

88

か
ら
2
・
8 

へ
と
急
上
昇
し
て
い
る
。
2
0
1
7
年
1

月
末
現
在
に
お
い
て
、
同
町
の
総
人
口
は
6
1
6
6
人
と

な
っ
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
の
計
算
上
、
母
数
が
小

さ
い
点
に
つ
い
て
は
数
値
を
参
照
す
る
上
で
留
意
す
べ
き

で
あ
る
が
、
出
生
率
が
上
昇
し
た
要
因
に
は
、
出
産
祝
い

金
の
交
付
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
や
児
童
生
徒
に
対
す
る
医

療
費
用
助
成
等
の
手
厚
い
子
育
て
支
援
施
策
の
効
果
が
表

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

同
様
に
、
子
育
て
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
っ
た
施
策

で
人
口
増
加
が
見
ら
れ
た
自
治
体
と
し
て
は
、
流
山
市

（
千
葉
県
）
の
事
例
が
あ
る
。
流
山
市
は
、
2
0
0
8
年

4
月
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
室
を
設
置
し
、
2
0
1
1
年
6

月
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。
同
プ

ラ
ン
は
、
共
稼
ぎ
子
育
て
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
り
、

「
母
に
な
る
な
ら

流
山
市
。
」
の
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

よ
る
駅
広
告
の
掲

出
な
ど
積
極
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
や
「
駅
前
送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
な
ど
、
働

く
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
特
化
し
た

施
策
を
展
開
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、

2
0
0
5
年
と
比  

瀬
　
稔

関
東
学
院
大
学

法
学
部
地
域
創
生
学
科
准
教
授

境
町
秘
書
公
室
秘
書
広
聴
課

 
た
な
発
想
で
政
策
を
進
め
る
境
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

境
町
が
展
開
す
る
人
口
増
加
・
財
政
再
建
・
ひ
と
の
創
生
の
取
り
組
み

木

曜

連

載

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影
⑬

 表1　境町の年少人口の推移

 典：境町
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較
し
て
人
口
が
3
万
人
以
上
も
増
え
、
人
口
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
は
「
60

〜
64

歳
」
か
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定

し
た
「
35

〜
39

歳
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

 

な
お
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
駅
前
（
駅

近
）
に
設
置
し
た
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
流
山
市
内

の
指
定
保
育
所
（
園
）
を
バ
ス
で
結
び
、
登
園
・
降
園
す

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
2
0
0
7
年
7
月

に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
東
武
野
田
線
の
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
前
に
「
お
お
た
か
の
森
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
設
置
し
、
2
0
0
8
年
7
月
に
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
・
J
R
南
流
山
駅
前
に
「
南
流
山
送
迎
保
育

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

 

奈
義
町
と
流
山
市
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
込
み
、
適
切
な
施
策
を
堅
実
に
行
う
こ
と
が
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
2
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
境
町
で
も

2
0
1
4
年
度
よ
り
子
育
て
世
帯
へ
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
（
 
表
2
）
。

 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
、

2
0
1
6
年
度
の
人
口
の
社
会
動
態
を
確
認
す
る
と
、
転

入
・
転
出
者
の
差
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
。
人
口
の
社

会
動
態
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
の
は
、
2
0
0
3
年
度
以
来

 3

年
ぶ
り
と
な
っ
た
（
 
表
3
）
。
な
お
、
2
0
0
3
年

度
の
プ
ラ
ス
は
、
旭
化
成
建
材
株
式
会
社
松
戸
工
場
の
境

工
場
へ
の
全
面
統
合
移
転
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

 

境
町
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
、
適
切
な
施
策
を
堅

実
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
「
選
ば
れ
る
境

町
」
に
変
貌
し
つ
つ

あ
る
。
人
口
の
社
会

動
態
が
増
え
て
い
る

要
因
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
支
援
に
よ

る
移
住
・
定
住
の
効

果
を
発
揮
し
た
こ
と

と
推
測
さ
れ
る
。

 

2
0
1
7
年
1
月

か
ら
日
野
自
動
車
株

式
会
社
古
河
工
場
全

面
稼
働
が
開
始
し
、

同
社
の
社
員
の
転
入
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

3
．
財
政
改
善
の
取
り
組
み

 

境
町
の
2
0
1
4
年
の
実
質
公
債
比
率
は
 6

・
1
％
で

あ
り
、
将
来
負
担
比
率
は
1
7
1
・
5
％
と
北
関
東
ワ
ー

ス
ト
1
位
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
負
債
は
過
去
45

年
以
上
に
わ
た
り
増
え
続
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
、
境
町
の
未
来
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

 

境
町
で
は
、
水
道
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
黒
字
化
や
、

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
や
公
用
車
な
ど
購
入
コ
ス
ト
の
削
減
を

行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
昨
今
で
は
財
政
改
善
を
図
る
た

め
、
さ
ら
に
三
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

第
一
に
、
太
陽
光
発
電
事
業
で
あ
る
。
同
町
で
は

2
0
1
4
年
に
「
茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
」
を

設
立
し
た
。
同
社
は

境
町
が
1
0
0
%
出

資
し
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
新
た

な
財
源
確
保
と
い
う

位
置
付
け
で
あ
る
。

設
備
投
資
は
、
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー

ン
の
「
ウ
エ
ル
シ
ア

薬
局
」
の
創
業
家
で

あ
る
鈴
木
孝
之
氏
の

遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
5
0
0
0
万
円
を

充
て
て
い
る
（
鈴
木

 典：境町

 表2　境町の子育て世帯へ向けたさまざまな
支援事業

 表3　境町における人口の社会動態
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氏
は
境
町
出
身
で
あ
る
）
。
ま
た
、
売
電
収
入
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
家
の
意
向
も
あ
り
、
教
育
や
子
育
て
支
援
な
ど

に
活
用
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

 

現
在
、
町
保
有
の
遊
休
地
な
ど
35

カ
所
に
発
電
装
置
を

設
置
し
て
売
電
を
開
始
し
て
お
り
、
売
り
上
げ
の
う
ち
一

部
を
町
の
貯
蓄
積
み
立
て
に
利
用
し
て
い
る
。

 

第
二
に
、
補
助
金
の
獲
得
で
あ
る
。
境
町
は
継
続
的
に

事
業
計
画
を
拡
大
し
て
い
る
。
事
業
計
画
を
着
実
に
進
め

る
た
め
に
は
財
源
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
補
助

金
の
申
請
を
推
進
し
て
い
る
。
主
な
事
業
計
画
と
し
て
は
、

「
道
の
駅
さ
か
い
」
に
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
設
事

業
な
ど
が
あ
る
（
写
真
1
）
。

 

レ
ス
ト
ラ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
は
新
国
立
競
技
場
の
設
計
者

で
あ
り
、
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家
で
あ
る
隈
研
吾
氏
の

事
務
所
に
よ
っ
て
手
掛
け
ら
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
品
物

を
直
接
購
入
し
、
か
つ
食
事
を
楽
し
む
施
設
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
6
次
産
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
活
用
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
観
光
の
拠
点
と
し
て
や
、

設
備
そ
の
も
の
を
視
察
や
研
修
の
受
け
入
れ
先
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

 

第
三
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
る
。
境
町
が
ふ
る
さ
と

納
税
に
本
格
的
に
取
り
組
む
前
に
、
先
行
事
例
と
し
て
各

務
原
市
（
岐
阜
県
）
を
参
考
に
し
た
。
戦
略
的
に
ふ
る
さ

と
納
税
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
額
が
2
0
1
5

年
度
と
2
0
1
6
年
度
は
茨
城
県
内
第
1
位
と
な
り
、
大

幅
な
寄
付
額
の
増
加
に
成
功
し
た
。

 

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
利

用
す
る
一
方
で
、
2
0
1
6
年
か
ら
同
町
の
特
設
サ
イ
ト

を
作
り
、
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
が
効
果
を
発
揮
し
、
年
々
多
く
の
寄
付
を
得
て
い
る

（
 
4
）
。
2
0
1
6
年
度
で
は
、
北
関
東
3
県
の
寄
付

額
に
お
い
て
は
境
町
が
第
1
位
と
な
り
、
新
聞
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
、
町
の
P
R
の

効
果
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

 

さ
ら
に
、
境
町
で
は
原
則
と
し
て
、
返
礼
品
を
地
場
か

ら
購
入
し
て
い
る
。
例
え
ば
8
億
円
の
寄
付
が
あ
れ
ば
4

割
（
2
0
1
7
年
7
月
末
以
降
は
3
割
に
変
更
）
の
3
億

2
0
0
0
万
円
は
地
場
産
品
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
の
増
加
が
直
接
、
地
元
商

品
の
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
を
契
機
に
、
再
度
商
品
を
購
入
す
る
リ

ピ
ー
タ
ー
も
現
れ
つ

つ
あ
り
、
返
礼
品
提

供
の
協
力
者
の
中
に

は
、
売
り
上
げ
増
に

よ
っ
て
黒
字
化
し
た

事
業
者
も
あ
っ
た
。

中
に
は
、
黒
字
化
を

き
っ
か
け
に
、
市
内

の
小
中
学
校
の
給
食

用
と
し
て
商
品
を
無

償
提
供
す
る
事
業
者

な
ど
も
出
て
い
る
。

事
業
者
の
活
性
化
に

よ
る
利
益
が
地
元
に

還
元
さ
れ
る
流
れ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

ま
た
6
次
産
業
化
し
た
際
の
商
品
の
売
り
先
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
方
法
に
着
目
し
て
い
る
。
地

元
の
若
手
農
業
家
ら
に
よ
る
イ
チ
ゴ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
、
特
産
品
の
さ
し
ま
茶
を
使
っ
た
お
茶
の
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
、
地
場
の
産
物
を
利
用
し
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
原
因

を
取
り
除
い
た
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
開
発
な
ど

と
、
返
礼
品
へ
の
提
供
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

 

今
日
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
返
礼
品
の
高
額
化
な
ど
、

そ
の
制
度
の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
境
町
に

と
っ
て
は
、
全
国
に
境
町
の
地
場
産
品
や
町
そ
の
も
の
を

P
R
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
経
済
の
活
性

化
と
、
町
の
利
益
に
還
元
さ
れ
る
流
れ
が
生
み
出
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
ま
た
境
町
で
は
、
2
0
1
6
年
4
月
の
熊
本
地

震
の
際
、
熊
本
支
援
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
代
理
受
付

と
い
う
制
度
の
提
案
を
実
施
し
た
。
代
理
受
付
の
結
果
、

熊
本
へ
の
寄
付
1
億
1
0
0
0
万
円
が
境
町
を
通
じ
て
熊

本
へ
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
境
町
に
続
い
て
、
代
理
受

付
を
行
う
市
町
村
が
増
え
た
こ
と
で
、
多
く
の
寄
付
金
が

熊
本
へ
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

境
町
の
事
例
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
使
い
道
を
明
確
に
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
事
業

者
の
活
性
化
を
図
り
、
自
治
体
と
地
域
の
支
援
を
行
う
こ

と
が
可
能
に
な
る
制
度
で
あ
る
。

 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
境
町
の
財
政
は
改
善
に

向
か
い
つ
つ
あ
る
（
 
表
5
、
 
表
6
）
。
新
た
に
獲
得

さ
れ
た
財
源
は
、
移
住
定
住
促
進
事
業
な
ど
の
ほ
か
福
祉

や
子
育
て
支
援
事
業
、
教
育
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

 表4　境町のふるさと納税の経緯

 典：境町
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に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

4
．
ひ
と
の
創
生
の
取
り
組
み

 

高
齢
者
の
た
め
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

2
0
1
6
年
9
月
「
境
町
い
き
い
き
福
祉
大
会
」
を
実
施

し
た
。
 2

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
同
大
会
で
は
、
俳
優
の
松

平
健
さ
ん
、
タ
レ
ン
ト
の
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん
、
歌
手
の
さ

こ
み
ち
よ
さ
ん
ら
の
豪
華
な
出
演
陣
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が

開
催
さ
れ
、
7
0
0
名
を
超
え
る
高
齢
者
が
参
加
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
各
行
政
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を

促
し
、
新
た
に
三
つ
の
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
の
効

果
が
表
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
活
用
し
、

2
0
1
7
年
9
月
よ
り
「
葉
酸
サ

プ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と

「
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
の
二

つ
の
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
同
事
業
は
、
住

民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
実
施
す

る
。
葉
酸
サ
プ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
は
先
行
事
例
の
坂
戸
市
（
埼

玉
県
）
を
参
考
と
し
て
い
る
。
坂

戸
市
で
は
女
子
栄
養
大
学
と
協
働

を
進
め
、
葉
酸
を
含
む
食
品
の
開

発
な
ど
を
行
い
、
1
日
4
0
0

㍃
㌘
の
葉
酸
を
摂
取
す
る
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

坂
戸
市
で
は
2
0
0
6
年
度
と

2
0
0
7
年
度
の
2
年
間
で
医
療
介
護
費
を
約
22

・
3
億

円
も
節
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

 

境
町
葉
酸
サ
プ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、
株
式
会
社

D
H
C
と
連
携
し
、
葉
酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
配
布
を
町
内

の
65

歳
以
上
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
1
日
1
粒
を
摂
取
す

る
こ
と
で
、
脳
卒
中
や
認
知
症
等
の
予
防
が
期
待
さ
れ
る
。

 

も
う
一
つ
の
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
ポ
イ
ン
ト
制
度

が
土
台
と
な
っ
て
い
る
。
 8

歳
以
上
を
対
象
に
、
健
康
づ

く
り
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
（
マ
イ
ル
）
が
た
ま
る
仕
組
み
で
あ
る
。
た
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
は
健
康
食
品
や
葉
酸
サ
プ
リ
と
交
換
可
能
と
な
る
。

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
り
、
健
康
寿
命
の

延
伸
や
、
人
口
の
維
持
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

 

教
育
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
目
玉
事
業
と
し
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
教
師
資
格
を
持
つ
3
人
の
講
師
を
招

ょ




聘
し
た
。

そ
し
て
モ
デ
ル
校
の
境
小
学
校
に
お
い
て
1
年
生
か
ら
6

年
生
ま
で
毎
日
45

分
間
の
英
語
の
授
業
を
行
う
。
こ
の
事

業
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
活
用
す
る
。
民
間
の
学

習
塾
で
は
月
に
3
万
円
ほ
ど
経
費
が
掛
か
る
が
、
境
町
で

実
施
す
る
場
合
は
月
3
0
0
0
円
の
コ
ス
ト
で
済
む
計
算

で
あ
る
。

 

同
事
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
目
的
に
実
施
す
る
。

将
来
的
に
は
全
小
中
学
校
7
校
へ
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。
同
時
に
本
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
境
町
で
は
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
英
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
町
の

新
た
な
魅
力
向
上
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

さ
ら
に
、
農
業
政
策
に
も
力
を
入
れ
つ
つ
あ
る
。
コ
メ

の
生
産
調
整
（
減
反
）
廃
止
や
農
産
物
貿
易
の
自
由
化
の

動
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
新
時
代
の
農
業
家
育
成
を
目

的
に
、
2
0
1
7
年
6
月
に
株
式
会
社
舞
台
フ
ァ
ー
ム

（
仙
台
市
）
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
同
社
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
な
が
ら
、
町
内
農
業
家
の
サ

ポ
ー
ト
と
育
成
を
行
い
、
加
工
や
物
流
を
含
め
た
視
点
で

農
業
の
可
能
性
を
広
げ
町
の
農
業
活
性
化
に
向
け
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 

＊
＊
＊

 

本
稿
で
は
、
境
町
の
現
状
と
取
り
組
み
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
同
町
は
先
行
事
例
に
学
び
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
施
策
を
打
っ
て
い
る
点
が
特
長
で
あ

る
。
次
回
は
、
こ
れ
ら
境
町
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
同
町

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 典：境町

 表5　境町の貯金の推移

 表6　境町の借金の推移
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今
回
も
境
町
秘
書
公
室
秘
書
広
聴
課
（
茨
城
県
境
町
）

と
筆
者
（
牧
瀬
）
が
共
著
で
進
め
る
（
本
稿
の
責
任
は
牧

瀬
に
あ
る
）
。
境
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

取
り
上
げ
る
。

 
．
境
町
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

 
境
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
前
に
、

改
め
て
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
考
え
た
い
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
持
つ
意
味
に

つ
い
て
は
、
個
人
や
団
体
に
よ
り
定
義
の
違
い
が
あ
る
。

特
に
定
ま
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、

大
枠
に
お
い
て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ

と
で
「
『
何
を
成
し
遂
げ
た
い
か
』
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

 
注
意
す
べ
き
点
は
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
手
段

で
あ
り
、
目
的
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま
ち
の
P
R
動
画
の
作
成
や
観

光
案
内
を
行
え
ば
よ
い
の
で
は
な
い
。
能
動
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
り
、
何
が
成
さ
れ
る
の
か
、
ど
ん
な

効
果
を
期
待
し
て
行
う
の
か
、
と
い
う
明
確
な
目
的
と
ゴ

ー
ル
を
設
定
し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
地
方
自
治
法
に
あ
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
と
い
う

言
葉
に
凝
縮
さ
れ
る
よ
う
に
、
住
民
が
持
続
的
に
幸
福
に

な
れ
る
制
度
を
つ
く
る
こ
と
が
自
治
体
の
使
命
で
あ
る
。

つ
ま
り
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
誰
が
幸
せ
に
な

れ
る
町
な

の
か
」
を

提
示
し
、

実
現
す
る

た
め
の
取

り
組
み
と

考
え
る
こ

と
が
で
き

る
。

 
境
町
は
、

シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
限

ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
お
い
て
「
選
ば
れ
る
町
・
住
み
た
い
町
さ
か

い
」
を
政
策
目
標
に
掲
げ
て
い
る
（
 
表
1
）
。

 
境
町
の
取
り
組
み
は
、
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
側
面
の
ほ
か
に
、
地
域
住
民
の
利
便
性

を
向
上
し
住
み
よ
い
環
境
を
創
出
す
る
と
い
う
目
的
も
あ

る
。
町
の
外
部
に
い
る
主
体
を
対
象
と
す
る
だ
け
で
な
く
、

町
住
民
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
「
選
ば
れ
る
町
・
住
み
た

い
町
」
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
が
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。

2
．
境
町
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

子
育
て
と
教
育
か
ら
口
コ
ミ
の
仕
掛
け

 
境
町
は
、
人
口
増
加
の
取
り
組
み
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
の
た
め
の
手
厚
い
政
策
整
備
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ
目
に
見
え
つ
つ
あ
る

（
こ
の
点
は
前
回
に
言
及
し
た
）
。
境
町
は
、
子
育
て
育

児
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
制
度
紹

介
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
い
い
と
こ
！
 
さ
か
い
ま

ち
」
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
設
サ
イ
ト
な
ど

を
開
設
し
公
開
し
て
い
る
。
出
産
・
育
児
サ
ポ
ー
ト
制
度

 
瀬
　
稔

関
東
学
院
大
学

法
学
部
地
域
創
生
学
科
准
教
授

境
町
秘
書
公
室
秘
書
広
聴
課

 
民
の
幸
福
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
境
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
き
始
め
た
境
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
と
仕
掛
け

木

曜

連

載

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影
⑭

 表1 「選ばれる町・住みたい町さかい」の実現

 典：境町
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は
、
近
隣
自
治
体
の
産
婦
人
科
に
「
子
育
て
い
い
と
こ
境

町
」（
写
真
1
）
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
行
う
な
ど
、
町
外

の
子
育
て
世
帯
へ
向
け
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
児
童
が
進
学
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
近
隣
自
治

体
の
進
学
校
に
通
う
た
め
に
、
境
町
を
離
れ
る
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
育
児
・
出
産
面
の
サ
ポ
ー
ト
以
外

に
教
育
制
度
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
主
な
取
り

組
み
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
活
用
し
た

「
7
つ
の
習
慣
」
の
公
立
小
学
校
導
入
事
業
が
あ
る
。
7

つ
の
習
慣
を
教
育
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

自
主
性
や
や
る
気
を
引
き
出
し
、
人
生
を
成
功
に
導
く
た

め
に
必
要
な
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
さ
ら
に
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
を
体
験
で
き
る
小

学
生
向
け
集
中
キ
ャ
ン
プ
、
各
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
と
W
i
―
F
i
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
環
境
を
整
備
す
る

な
ど
の
I
C
T
教
育
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。
2
0
1
7

年
9
月
か
ら
は
、
外
国
人
教
師
に
よ
る
英
語
教
育
が
開
始

さ
れ
た
。
従
来
の
外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）
と
は
異

な
り
、
日
本
の
教
員
免
許
を
持
つ
教
職
員
の
立
ち
合
い
の

下
外
国
人
教
師
主
導
で
、
掃
除
や
給
食
な
ど
の
時
間
を
子

ど
も
た
ち
と

一
緒
に
過
ご

し
、
常
に
英

語
の
あ
る
環

境
を
つ
く
る

こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

 
児
童
や
生
徒
が
町
内
で
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
町
外
に
通
学
す
る

必
要
は
な
く
な
り
、
親
の
送
迎
な
ど
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
は
新
規
住
民
だ
け
で
な
く
、

既
存
住
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
施
策
と

な
る
。

 
子
育
て
や
教
育
に
関
し
て
充
実
し
た
制
度
の
提
供
に
よ

り
住
民
満
足
度
が
向
上
す
る
と
、
「
境
町
は
子
育
て
が
手

厚
い
」「
境
町
で
は
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
」
と

い
う
感
想
を
持
つ
住
民
が
増
え
、
そ
の
結
果
、
子
育
て
や

教
育
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
町
民
が
、
自
身
の
住
む

町
を
「
境
町
は
住
み
や
す
い
町
・
こ
ん
な
い
い
制
度
が
あ

る
。
ま
さ
に
『
住
む
と
い
い
と
こ
境
町
』
だ
」
と
認
識
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
住
民
が
自
然
と

そ
れ
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
評
判
が
口
コ
ミ
で

近
接
自
治
体
へ
伝
わ
り
、
町
の
評
価
が
ア
ッ
プ
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
境
町
と
い
う
行
政
主
導
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
口
コ
ミ
は
住
民
主
導
に
よ
る
町
の

魅
力
の
拡
散
活
動
と
捉
え
ら
れ
る
。

交
流
人
口
増
加
の
仕
掛
け

 
境
町
は
「
自
然
と
近
未
来
が
体
験
で
き
る
ま
ち
〜
そ
う

だ
境
町
へ
行
っ
て
み
よ
う
〜
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

行
っ
て
み
た
く
な
る
町
と
な
る
た
め
、
観
光
拠
点
整
備
や

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
進
め

て
い
る
。

 
利
根
川
の
河
川
敷
に
境
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
整
備

を
行
い
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
手
ぶ
ら
で
楽
し
め
る
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
の
設
置
や
、
立
ち
乗
り
電
動
二
輪
車
「
セ
グ

ウ
ェ
イ
」
体
験
ツ
ア
ー
（
写
真
2
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
用
意
し
て
い
る
。
セ
グ
ウ
ェ
イ
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
体
験
型
返
礼
品
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、
研
修
受
け
入
れ
時
の
視
察
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 
同
町
の
「
自
然
と
近
未
来
が
体
験
で
き
る
ま
ち
」
を
目

指
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
2
0
1
7
年
7
月
に
は
、
境

町
役
場
敷
地
内
に
水
素
燃
料
供
給
施
設
「
ス
マ
ー
ト
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
完
成
し
た
。
固
定
式
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
北
関
東
初
の
試
み
と
な
る
。
ま
た
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
活

用
し
、
公
用
車
に
2
台
の
水
素
燃
料
自
動
車
を
採
用
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
水
素
自
動
車
は
、
環
境
に
優
し
い
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
目
的

の
ほ
か
に
、
災
害
時
に
は
非
常
用
電
源
と
し
て
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
て
導
入
さ
れ
た
。
な
お
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
住
民
へ
の
一
般
利
用
開
放
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
施
設

や
設
備
は
、
町
内

で
最
新
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
身
近
に

知
り
、
触
れ
る
機

会
と
な
る
。
さ
ら

に
住
民
が
「
境
町

で
は
セ
グ
ウ
ェ
イ

に
乗
れ
る
」「
境

町
に
は
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
も
の
が

 真1　ポスター「子育

ていいとこ境町」

 真2　セグウェイ体験ツアーの開催
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あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
（
境
町
）
を
話
題
に

す
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。
住
民
が
話
題
に
出
す

こ
と
が
で
き
、
自
慢
し
た
く
な
る
よ
う
な
設
備
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
あ
る
と
、
口
コ
ミ
効
果
が
期
待
で
き
、
境
町
を

売
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

境
町
フ
ァ
ン
拡
大
の
仕
掛
け

 
地
域
活
性
化
を
考
え
る
上
で
、
住
民
と
の
協
働
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
既
存
住
民
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
、
境
町
を
知
り
、
興
味
を
持
つ
こ
と
で
、
積
極
的
に
同

町
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
る
住
民
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
「
自
分
の
町
を
も
っ
と
良
く
し
よ
う
」
と
町
の

取
り
組
み
に
参
加
し
て
く
れ
る
住
民
を
増
や
す
た
め
に
は
、

住
む
境
町
を
「
い
い
ね
！
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
町
に
関
わ
り
の
あ
る
人
を
増
や
す
仕
組
み
の

一
つ
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
境
町

に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
て
い
る
寄
付
者
の
6
割
が
関
東

在
住
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
東

京
か
ら
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
を
通
っ

て
1
時
間
ほ
ど
で
境
町
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
利
便
性

を
活

か
し
、
新
宿
か
ら
境
町
ま
で
往
復
送
迎
付
き
の
バ
ス

ツ
ア
ー
を
企
画
し
開
催
し
た
。

 
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
」
と
題
し
、

2
0
1
6
年
度
に
境
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
寄
付

者
に
対
し
て
招
待
状
を
発
送
し
、
2
0
1
7
年
7
月
開
催

の
「
利
根
川
大
花
火
大
会
」
に
招
待
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
交
通
の
便
を
鑑
み
、
東
京
圏
在
住
の
寄
付
者
に
対

し
て
ツ
ア
ー
招
待
状
を
発
送
し
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
名
の

定
員
に
対
し
て
約
1
万
6
0
0
0
名
の
応
募
が
あ
り
、
大

変
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
定
員
数
を
大
幅
に

増
や
し
て
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

 
バ
ス
ツ
ア
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
参
加
者
の

う
ち
、
ツ
ア
ー
以
前
に
境
町
に
来
た
こ
と
が
あ
る
寄
付
者

は
6
名
で
あ
っ
た
が
、
「
ま
た
境
町
に
来
て
み
た
い
」
と

い
う
回
答
が
8
割
を
超
え
た
。

 
一
般
的
に
、
自
治
体
と
寄
付
者
の
関
係
は
、
一
度
寄
付

を
行
い
、
返
礼
品
を
受
け
取
っ
て
し
ま
う
と
そ
れ
で
完
結

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

境
町
バ
ス
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て
「
境
町
に
寄
付
を
し
た
」
こ

と
を
再
確
認
し
、
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
で
「
自
分
が
寄
付

を
し
た
町
が
ど
ん
な
所
か
」「
寄
付
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
」
を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
自
分
に
縁
の
あ
る
町
と
し
て
、
境
町
と
の
関
わ

り
や
つ
な
が
り
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 
今
回
の
「
利
根
川
大
花
火
大
会
」
は
、
山
崎
煙
火
製
造

所
、
野
村
花
火
工
業
、
紅
屋
青
木
煙
火
店
の
三
大
花
火
師

の
夢
の
競
演
に
よ
る
2
万
8
0
0
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、

関
東
で
も
最
大
級
の
規
模
の
花
火
大
会
と
な
っ
た
。
来
場

者
数
は
お
よ
そ
 7

万
人
を
数
え
た
。
町
外
に
引
っ
越
し
た

子
ど
も
や
孫
が
花
火
を
楽
し
み
に
帰
っ
て
来
る
と
い
う
声

も
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
も
、
境
町
に
交
流
人
口
を
呼
び

込
む
良
い
契
機
と
な
り
、
改
め
て
境
町
を
自
慢
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

3
．
境
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台

境
町
を
知
る
こ
と
か
ら
学
ぶ

 
境
町
に
住
む
こ
と
で
幸
福
と
な
る
た
め
に
は
、
町
の
い

い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ど

ん
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
将

来
に
向
け
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
を
住

民
に
知
ら
せ
境
町
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

 
境
町
は
、
町
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
を
伝
え
る
場
と

し
て
、
広
報
誌
や
W
e
b
サ
イ
ト
な
ど
の
ほ
か
に
、
行
政

報
告
会
を
活
用
し
て
い
る
。
2
0
1
7
年
6
月
末
現
在
、

56

行
政
区
の
う
ち
43

行
政
区
で
行
政
報
告
会
を
実
施
し
た
。

行
政
区
の
ほ
か
に
各
種
団
体
の
総
会
な
ど
で
も
3 

団
体
で

行
政
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

 
同
時
に
、
行
政
報
告
会
は
職
員
に
と
っ
て
の
研
修
の
場

で
も
あ
る
。
報
告
会
に
研
修
の
た
め
職
員
が
参
加
し
て
お

り
、
住
民
だ
け
で
な
く
職
員
に
対
し
て
も
、
町
の
現
状
と

方
向
性
、
今
後
の
展
望
を
周
知
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
も
町
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
町
に
つ
い
て
説
明
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
、
職
員
が
地
域
住
民
と
触
れ

合
い
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
の
で
き
る

機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
境
町
で
は
、
職
員
に
町
を
知
る
場
の
ほ
か
、
自
己

研


鑽

の
場
も
設
け
て
い
る
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の
業
務
遂

行
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
職
員
の

自
主
勉
強
会
「
ア
フ
タ
ー
5
」（
の
ち
ア
ク
テ
ィ
ブ
5
に

名
称
を
変
更
し
て
継
続
）
が
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
5
は
各
分

野
で
「
ス
ー
パ
ー
公
務
員
」
と
呼
ば
れ
る
自
治
体
職
員
を

講
師
に
招
き
、
月
1
回
業
務
時
間
終
了
後
に
開
催
し
た
。

参
加
は
自
由
で
あ
り
、
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
は
行
わ
れ
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な
い
。
職
員
の
自
主
的
な
参
加
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

勉
強
会
に
よ
り
知
識
を
得
て
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
、
向
上
心
を
持
っ
て
業
務
に
当
た
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
か
ら
学
ぶ

 
境
町
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
イ
ベ
ン
ト
・

施
設
の
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
先
行
自
治
体
の
成

功
例
を
参
考
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
視
察
や
研
修
で

多
く
の
自
治
体
や
企
業
等
を
訪
問
し
て
い
る
（
 
表
2
）
。

そ
し
て
境
町
の
取
り
組
み
を
視
察
に
訪
れ
る
団
体
も
増
え

て
き
て
い
る
（
 
表
3
）
。

 
地
方
活
性
化

に
向
け
、
ま
た

よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
に
は
、

知
識
や
経
験
の

共
有
が
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
多
く

の
団
体
と
交
流

を
重
ね
、
相
互

に
刺
激
し
合
い
、

良
い
部
分
は
吸

収
す
る
な
ど
し

て
い
く
こ
と
が

肝
心
で
あ
る
だ

ろ
う
。
境
町
の

地
域
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
、
交

流
人
口
の
拡
大
、
移
住
・
定
住
人
口
増
加
の
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
専
門
知
識
が
必
要
と
な
る
。
有
識
者
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
的
確
な
政
策
が
打
て
る
よ
う

に
、
民
間
か
ら
各
分
野
の
専
門
家
を
招
き
、
月
に
1
度
、

戦
略
会
議
を
開
催
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
る
。

到
達
目
標
の
デ
ー
タ
化
を
明
確
に
す
る 

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
得
た
の
か
、

市
民
の
持
続
的
な
幸
福
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、

効
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
達
成
目
標
を
明
確
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
数
値
化
に
よ
っ
て
、
職

員
が
目
標
を
共
有
し
、
施
策
の
効
果
を
確
認
し
、
見
え
な

い
ゴ
ー
ル
に
疲
弊
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

 
将
来
的
に
目
指
す
目
標
に
つ
い
て
、
境
町
は
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
2
0
6
0
年
に
は
人
口
約
1
万

8
0
0
0
人
を
確
保
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
将
来
人

口
の
達
成
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
分
析
を
行

い
、
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
的
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
、
適
切
な
層
へ
最

適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

 
転
入
・
転
出
者
の
増
減
を
確
認
す
る
デ
ー
タ
取
得
の
手

法
は
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
R
E
S
A
S
）
の
利

用
や
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
が
あ
る
。

境
町
は
、
財
政
の
推
移
や
人
口
の
増
減
に
つ
い
て
デ
ー
タ

を
グ
ラ
フ
化
し
て
現
状
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て

行
政
報
告
の
資
料
や
広
報
誌
な
ど
で
公
開
し
て
い
る
。
な

お
、
本
連
載
で
紹
介
し
た
図
版
資
料
は
主
に
行
政
報
告
用

の
資
料
か
ら
抜
粋
し
て
い
る
。

4
．
終
わ
り
に

 
境
町
で
は
、
町
の
外
に
向
け
P
R
す
る
だ
け
で
な
く
、

町
の
内
側
に
向
け
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と

い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
し
っ
か

り
と
堅
実
な
取
り
組
み
を
行
い
、
分
か
り
や
す
く
町
の
現

状
を
伝
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
魅
力
を

向
上
さ
せ
「
選
ば
れ
る
町
・
住
み
た
い
町
」
を
実
現
す
る
、

そ
れ
が
、
境
町
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
や

り
方
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 典：境町

 表2　近年の境町の視察先

 表3　近年境町を訪れた視察団体
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安藤さんの講座を熱心に聞く参加者
の皆さん

和気あいあいとした雰囲気の中、フィリピンやベトナムの家庭料理をクッキング

９/ ３

ワーク・ライフ・バランス
講座を開催
　境町男女共同参画推進委員会主催のワークライフバラン
ス講座が開催されました。講師として父親育児の環境づく
りと次世代育成を推進しているNPO法人ファザーリング・
ジャパンファウンダーの代表である安藤哲也さんをお招き
し、「子育ても仕事も人生も楽しもう♪〜欲張りライフの
すすめ〜」をテーマに講座が行われました。子育てに関す
る父親の役割やすぐに実践できる様々な育児のコツなどを
笑顔いっぱいで話してくれました。参加者からは「もっと
多くのパパに聴いてほしい。」「今日から実践してみたいと
思った。」など、大変勉強になる講座になりました。

DHC 葉酸セミナーを開催

【大里美恵子さん、和雄さん ( 住吉町 )】 【天野キサ子さん（旭町）】

講演を行う蒲原先生 葉酸サプリ配布の受付の様子

熱心にセミナーを聞く参加者の皆さん

【小野里勝さん（上町）】

心筋症を患って心臓の手
術を受けたことがあり、
心配していましたが、葉
酸サプリが心筋症や心筋
梗塞、脳梗塞に役立つこ
とが分かり、非常に心強
い講習会でした。

持病があるので薬の飲み
合わせを心配していまし
たが薬剤師の先生に大丈
夫と言ってもらえたので
安心して毎日葉酸サプリ
を飲んでいきたいです。

【篠塚登志子さん（塚崎）】

昨年から葉酸サプリを飲ん
でいますが、飲み始めてか
ら体の調子がいいです！先
生のお話がとてもわかりや
すかったです。このような
町の取り組みに感謝です！

今まで葉酸サプリに
馴染みがなく、飲ん
だこともなかったで
すが、健康増進のた
めに是非長く飲みた
いと思います。

なるべくボケないよ
うに（認知症の予防
として）葉酸サプリ
を飲んでいきたい。

　境町中央公民館で㈱ DHC の研究顧問で医学博士の蒲原
先生による葉酸セミナーが開催されました。セミナーの中
で葉酸の働きや効率的な摂り方などのわかりやすい講演が
行われました。脳卒中や、認知症に対する予防効果などの
お話しもあり、参加者の皆さんは熱心に耳を傾けていまし
た。質疑の時間には、持病がある方から「葉酸サプリを他
の薬と一緒に飲んでも大丈夫ですか？」という質問が多くありました。飲み合
わせに対して不安に思う方には講演後に、DHC の薬剤師による個別の相談ブー
スも設けられ、皆さん積極的に活用されていました。
　終了後には葉酸サプリ申込者へ配布も行われました。町では、今後も様々な
形で DHC との取り組みを行っていきます。

77歳
85歳

79歳

85歳

83歳

９/ １２～１３
平成 29 年度「境町民号」第 2 弾

国際色豊かなランチを召し上がれ♪

ランチフェスティバルを開催！

　9 月 12 日（火）〜 13 日（水）の一泊二日で、山梨
甲府や東京高尾山を巡る町民号バスツアーが催行されま
した。これは、ふるさと納税二年連続茨城県内一位を記
念して企画されたもので、町民同士の親睦や友好を深め
る会として、4 月の熊本旅行に続き第二弾の開催となり
ます。合計 231 名という多くの参加を得て、初日は、ワ
イナリー見学、百貨店での買い物、有名ホテルに宿泊、名
湯への入浴、大宴会では参加者が踊りや歌を披露。2 日目
は、信玄餅でおなじみの「桔梗屋」の工場見学、うかい鳥
山でのランチ、高尾山登山など、各コースを堪能し、無事
に終了することができました。次回の開催もお楽しみに
お待ちください。

　中央公民館において、国際交流友の会「さ・か・い」主催の
ランチフェスティバルが開催され、日本語教室の生徒など約 80
名が参加し、国際色豊かなランチを楽しみました。
　普段の教室とは逆の立場で、生徒が先生となり、料理を教え
ながら、フィリピンの家庭料理の「チキンアドボ」や「タホ（デ
ザート）」、ベトナムの「鶏肉とキャベツのサラダ」などを作り、
美味しくいただきました。
　他国の食文化を体験することで、日本との違いを知り、異文
化理解を深める貴重な交流会となりました。

\  秋の味覚バスツアーを催行 /

おかげさまで
満員御礼！

10
22

Aチキンアドボ…フィリピンの代表的な家庭　
　料理でお酢に漬け込んだ鶏肉の煮込み料理

Bタホ…豆腐に黒蜜とタピオカをかけ、
　混ぜて食べるフィリピンのスイーツ

C鶏肉とキャベツのサラダ…ベトナム風の
　エスニックな味付けのサラダ

A

C

B
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国
際
交
流
友
の
会
「
さ
・
か
・
い
」
は
、
平
成
17

年
２
月
に
設
立
さ
れ
、
境
町
を
中
心
に
近
隣
市
町
在

住
の
外
国
人
に
日
本
語
指
導
や
生
活
支
援
、
文
化
交

流
を
目
的
と
し
た
様
々
な
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。

　
大
人
向
け
、
子
ど
も
向
け
の
日
本
語
教
室
の
ほ
か
、

花
見
や
遠
足
、
ラ
ン
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
季

節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
生
活
す
る
外
国
の
方
に
と
っ
て
、
言
葉
の

壁
が
一
番
の
課
題
で
す
。
さ
ら
に
は
、
話
す
こ
と
は

で
き
て
も
、「
読
み
・
書
き
」
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

仕
事
や
生
活
の
た
め
の
各
種
手
続
き
や
子
ど
も
の
学

校
か
ら
配
ら
れ
る
案
内
や
宿
題
の
手
助
け
、
そ
の
ほ

か
言
語
や
文
化
の
違
い
に
よ
る
悩
み
相
談
な
ど
、
活

動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
「
言
葉
の
壁
に
よ
り
困
っ
て
い
る
外
国
の
方
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
。
地
元
の
人
と
外
国
の
方
が
ス
ム
ー

ズ
に
融
合
す
る
社
会
を
目
指
し
、
そ
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
陰
な
が
ら
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
会
長
の
肥
後
さ
ん
。
将
来
的
に
は
、「
生
徒
さ
ん
の

母
国
語
を
楽
し
む
会
が
開
け
た
ら
素
敵
」
と
今
後
の

活
動
目
標
に
つ
い
て
も
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
の
人
と
外
国
の
方
が

融
合
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

さ
か
い
の
魅
力
発
見

団体

社団法人日本善行会より、ボランティア活動を通した国
際貢献が評価され、善行表彰を受けました。写真は、受
賞報告の様子。（右から 2 番目は、会長の肥後輝代さん）

参加者の方へインタビュー参加者の方へインタビュー

遠足で日光へ。生徒さんとそのご家族など総勢 35 名が参加

国際交流友の会 「さ ・ か ・ い」
言葉の壁をなくそう！

ボランティア講師のための指導教室も
定期的に行っています

日本語教室は、平日に大人向け 2 教室、
土曜日に子供向けを開催

春はお花見とお茶会を行いました。写真
はお茶会の様子

ぶどう狩り

うかい鳥山

ワイナリー

高尾山

平成29年
善行表彰
受賞

現在３人の子どもの父親パパ
'S 絵本プロジェクトのメン
バーとして全国の図書館・保
育園などにて出張絵本お話会
を開催中。厚生労働省イクメ
ンプロジェクト推進チーム顧
問など多くの事業に携わって
いる。

安 藤 哲 也
ＮＰＯ法人ファザー
リ ン グ・ ジ ャ パ ン
ファウンダー代表



９/ ３～１０/ １

第 103 回境町軟式野球大会

第 36 回境町民ゴルフ大会

●会場　境町総合運動場・さしま環境センターグラウンド
【Ａブロック】
優　勝　チャンピオンズ
準優勝　境シャインズ

９/ １０

境町スポーツ推進委員会主催
「龍王峡ハイキング」開催

　境町スポーツ推進委員会では、栃木県日光市の日光国
立公園において、56 名参加のもと「龍王峡ハイキング」
を開催しました。この企画は、町民の健康増進と更なる
体力の向上を目的とし、毎年実施されています。
　ハイキング当日は、天候にも恵まれ、参加した方達は、
大自然の素晴らしさを満喫しながら楽しい一日を過ごし
ていました。

ハイキングに参加した皆さん

１０/ ６

稲垣翔太さんが水泳で
ジュニアオリンピックに出場

ジュニアオリンピック出場の報告に来庁した稲垣さん（写真左）

　猿島小学校 4 年生の稲垣翔太さんが、所属するあか
やまスイミングスクールの10歳以下男子200mフリー
リレーの選手として、8 月 22 日に行われた全国 JOC
ジュニアオリンピックに出場しました。惜しくも入賞
にはなりませんでしたが、稲垣さんの今後の更なる活
躍を期待しています。

１０/ ４

国体出場の報告に来庁した篠塚さん（写真右）

　宇都宮短期大学付属高校に通う篠塚尚弥さん（高３：
陽光台在住）が 10 月 8、9 日に愛媛県今治市で行われ
た第 72 回国民体育大会に、栃木県選手団の選手として
出場しました。惜しくも入賞にはなりませんでしたが、
篠塚さんの今後の更なる活躍を期待しています。

篠塚尚弥さんがソフトテニスで
国体に出場

【Ｂブロック】
優　勝　境町役場
準優勝　PARISONS 

男子の部優勝
篠塚さん

女子の部優勝・
ベストグロス賞
岡野さん

ベストグロス賞
長野さん

９/ ２７

●会場　ふれあいの里　
●参加チーム数　6 チーム
優　勝　塚崎百楽会
準優勝　塚崎宝寿会
第３位　松岡町千寿会

優勝した塚崎百楽会の皆さん

境町ゲートボール連合会第 86 回大会

９/ １５
森戸小学校で稲刈り体験
　森戸小学校では稲刈りの体験学習が行われました。
森戸小学校の児童 36 名が参加し、講師の方が機械で稲
を刈る様子を見学し、その後実際に児童たちが鎌を使っ
た稲刈り体験を行い、機械による稲刈りと、手作業で
の稲刈りの違いを学びました。児童たちは一生懸命稲
刈りを行いました。
　ライスセンターの見学では、実際に精米する様子を
見学し、最後に美味しい新米を試食しました。

収穫した稲を手に記念撮影をする児童たち

９/ ２９

後列左から　青木昭さん、青木登さん、
森谷さん前列左から　斉藤さん、桐原
さん、新谷さん

第 1 回境町民グラウンド・ゴルフ大会兼
第 46 回境町グラウンド・ゴルフ協会大会
●会場　ふれあいの里　
●参加者数　231 名

【男子の部】　      
１位　青木　登 【68 打】 
２位　青木　昭 【72 打】 
３位　森谷　祐規 【73 打】   

 【女子の部】
１位　桐原　光子【78 打】
２位　斉藤　繁子【79 打】
３位　新谷　稔子【81 打】

１０/ １
境町商工会が
1 億円分の「ふるさとクーポン券」を販売！
　境町商工会（池上仁会長）では、町内の商店などで使用できる 1
万円のセットで 10％お得な「ふるさとクーポン券」を販売しまし
た。販売初日にはあまりの人気に開始時間前に長蛇の列ができ、急
遽販売予定を繰り上げて整理券を配布するほど大盛況でした。シニ
アカードや、キッズカードの特典なども大変好評で、販売開始から
わずか 5 日で完売となりました。

「ふるさとクーポン券」販売の様子 兵頭 紀代子さん、一男さん

こうしたクーポンの販売は
とてもありがたいです！ま
たシニアカードの特典も嬉
しいです。大型店で使用で
きる分が少しでも増えたら
さらに嬉しいです！

　役場にて、山下工業㈱（山
下尚之代表取締役）に金色有
功章の表彰状が伝達されまし
た。山下工業㈱は日本赤十字
社に対し、多額の社資を寄せ、
赤十字事業の進展に多大な貢
献が認められ、受章となりま
した。 表彰状を伝達された山下代表取締役

（写真右）

山下工業㈱が日赤「金色有功章」を受章
１０/ ４

９/ ２２

㈱坂東太郎の青谷会長が町へ絵本を寄贈
　㈱坂東太郎の青谷洋治代表
取締役会長が企画協力し、製
作された絵本、「おてんとう
さまがみてますよ」を町の子
どもたちの教育及び読書環境
の充実のために 100 冊寄贈
されました。寄贈いただいた
本は、各小学校、児童クラブ、
保育園、中央公民館に置かれ
る予定です。

寄贈式の様子（写真左青谷会長）

寄付を手渡す高橋会長（写真右）

９/ ６
茨城境ライオンズクラブが町へ寄付
　茨城境ライオンズクラブ

（高橋俊之会長）主催のチャ
リティゴルフ大会が行われ、
チャリティとして集まった収
益金 15 万円を、教育振興に
役立てていただきたいと寄付
されました。

９/ １1

有限会社楽園堂が町に寄付
　有限会社楽園堂（荒井成敬代表取締役）が店舗前に置か
れたカラオケ地蔵募金箱に集まった 8,420 円を音楽の振
興に役立てていただきたいと寄付されました。

有限会社丸亀運送が町に寄付
　有限会社丸亀運送（小林隆之代表取締役）が教育振興に
役立てていただきたいと 20 万円を寄付されました。

新谷誠さんが掛け時計を町に寄贈
　新谷誠さんが町のために役立てていただきたいと、ふれあ
いの里グラウンド・ゴルフ場に掛け時計を寄贈されました。

９/ １３

９/ １３

寄　付 スポーツ

表   彰

商工会玄関前には購入希望者の列！

おかげさまで
5日間で完売！

VOICE

境町商工会   池上 仁 会長

境町の経済活性化のために、
町の支援のもと、「ふるさと
クーポン券」を発行できた
ことは大変よかったと思い
ます。特に、シニアカード、
キッズカードをお持ちの方
に購入していただき、利用
していただければ幸いです。

VOICE
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９/ ５

●会場　フレンドシップカントリークラブ
【男子の部】　 【女子の部】

●参加者数　150 名 ●参加者数　19 名
優　勝　篠塚　拓郎 優　勝　岡野　久栄
準優勝　川面　次雄 準優勝　染谷　五月
第３位　大野　仲悦　　　  第３位　長野　和子

【ベストグロス賞】
男子の部
長野　智之

女子の部　
岡野　久栄
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台
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迎
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ど
可
愛
い
孫
」。
そ
の
孫
が
お
盆
に
は

毎
年
帰
っ
て
く
る
。
祖
母
と
し
て
は
待
ち
遠
し
く
て
な
ら
な
い
と
い
う
訳
だ
。

そ
し
て
、
待
ち
遠
し
い
の
が
今
ひ
と
つ
・
・
・
。
孫
と
並
び
仰
ぐ
有
難
く
も
輝

か
し
い
盆
の
月
で
あ
る
。

ち
か
ら

な

か
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安 く て 早 い 便 利 屋 さ ん
保 存 版

・トタン屋根張替、ペンキ塗り・不用品回収・庭木剪定草刈・害虫駆除
・遺品整理及び買取・物置解体等・雨樋清掃・水漏れ修繕・金庫の処分
・家具移動・風呂・トイレ・キッチン・換気扇清掃・引越し等　他何でも
大家様へ　アパート等部屋掃除、リフォーム、残置物買取り処分等　受注後１〜２日で引渡しOK

業界最低価格　各３０００円〜（税別）

株式会社 ライフサポート・24　

0120-915-142 年中無休
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町の人口と世帯数　※平成 29年 10 月１日現在の常住人口（前月比）
■総人口 24,309 人（+3）　■男性 12,266 人（+11）　■女性 12,043 人（-8）　■世帯数 8,370 世帯（+20）
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 木・群馬から → 境古河バスターミナル → 成田空港

 利
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サルビア号
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サルビア号
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サルビア号
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メープル号

6 

サルビア号

7 

サルビア号

乗り換え
なし

快適

TEL.028- 38-1730

 5名様以上団体割引

境古河バスターミナル

成田空港
第2ターミナル

境古河
バスターミナル

成田空港
第 ターミナル

成田空港
第3ターミナル

成田空港 → 境古河バスターミナル →  木・群馬へ
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12:30
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メープル号
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サルビア号
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サルビア号
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サルビア号
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メープル号
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サルビア号

成田空港
第3ターミナル

境古河
バスターミナル

成田空港
第2ターミナル

成田空港
第 ターミナル

20:55

21:00

21:05

22:22
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マロニエ号

22:10

22:15

22:20

23:37

9 

マロニエ号

■成田空港行は予約制です。

　 ヶ月前から予約をお受けします。

■空席があれば当日でも発売いたします。

■受付時間／［平日］8:00～ 9:00

　　　　　 ［土曜］8：00～ 8：00

　　　　　 ［日・祝日］9:00～ 7:30

■電話予約の時はお早めに乗車券をお買い求めください。

高速バス予約センター

関東自動車株式会社・千葉交通株式会社

成田空港行予約、乗車券発売所

チケット購入方法

大人 2,600円

小児 1,300円

 東自動車株式会社

千葉交通株式会社

 E R V I C E   T A R T

茨城県境町に
バスターミナル完成

E X P R E    B U   F O R  N A R I T A  A I R P O R T

 AKAI KOGA BU  TERMINAL

境 古 河
バスターミナル

N A R I T A  A I R P O R T

成 田 空 港

 E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T E R V I C E   T A R T

 2017.11.1㊌ 高速バス成田空港線運 行 開 始

◎インターネット・携帯電話　　　

インターネット、携帯電話、コンビニエ
ンスストアなどでご購入いただけます。

◎その他大手旅行代理店

　旅行代理店独自の手数料がかかる場合がございます。

購入方法について
 ttp://www.jtb.co.jp/bus/guide/

◎コンビニエンスストア

　ファミリーマート、ローソン、セブンイレブン、

　サークルKサンクスの各端末でお取扱い致しております。

運賃・片道 片道

発車オーライネット
 ttps://secure.j-bus.co.jp/

ついに
4 4 4

誘致決定 !!!!!境町から成田空港へ
高速バスで快適に

関東自動車
株式会社
手塚社長

（写真右）
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 37  崎交差点

境古河I.C.境古河I.C.

西泉田北交差点

　境古河IC交差点

猿 南交差点

猿 東交差点

境警察署

ふれあいの里公園

グラウンドゴルフ場

境いずみ保育園

ファミリー
マートセブンイレブン

境町立長田小学校

栗 運動公園

セブンイレブン

境警察署

ふれあいの里公園

グラウンドゴルフ場

境いずみ保育園

ファミリー
マートセブンイレブン

境町立長田小学校

栗 運動公園

セブンイレブン

 
61台

 

乗降場所

ふれあいの里公園

21台

首都圏中央連絡自動車道

　境古河IC交差点

　蛇池南交差点

西泉田北交差点

境町役場公共
施設管理公社

境古河I.C.境古河I.C.

ファミリー
マート
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快適 と好評です。

2017.11.1㊌ 高速バス成田空港線運行開始

 第2ターミナル
発車場所：1階 到着ロビー

 第3ターミナル（LCC専用）
発車場所：第1レーン

 第1ターミナル
発車場所：1階 到着ロビー

 古河バスターミナル行
バスのりば

⑩番

京成カウンター

税関 税関

⑧番

京成カウンター

 
ウ
イ
ン
グ

南
ウ
イ
ン
グ  古河

バスターミナル行
バスのりば

本館2階

チェックインカウンター

高速バス
チケットカウンター

 古河バスターミナル行
バスのりば

エスカレーター

フ
ー
ド
コ
ー
ト

エスカレーター ⑧番

成田空港のご案内

 

願

い

運 行 形 態  

実 車 距 離

運 行 会 社

任意保険・共済

 乗車券は当日のみ発売です。　 成田発22：10最終便は現金のみの扱いとなります。乗車券の発売はいたしません。（先着順座席定員制）

■

■

■

■

■

■

■

 港での搭乗手続などがありますので時間に余裕をもってご乗車ください。

道路事情・その他事情により到着時間が遅延する場合がございます。

到着時間の遅延等で発生した損害等については、運行会社ではその責は一切負いかねますので予めご了承ください。

手荷物で貴重品、壊れやすいものなどはお客様ご自身でお持ちください。万一、破損、紛失等の損害が生じてもその責任は負いかねます。

ご出発前に、ご利用になる航 会社とターミナルを必ずお確かめください。

車内は全席禁煙（電子タバコを含む）となっておりますので、ご協力をお願いします。

安全のため、走行中はシートベルトを着用してください。

当リーフレットの記載事項につきましては、予告なく変更する場合がございますので、ご了承ください。

 お預りできる手荷物はスーツケース程度のもの

（容積が1個につき50×60×120cm以内のもの、重さ30kgまでに限ります）、

お一人に付き1個までとなります。

 便利です／降車場所は成田空港出発ロビーです。

 快適です／40名様の定員制なので、必ず座って、おくつろぎいただけます。

 安心です／トイレ・大型トランクルームが付いています。
対人賠償無制限

メープル号・サルビア号・マロニエ号成田 港線は国土交通

省に事前審査を受けて認可および許可を取得している『高

速乗合バス（路線バス）』です。

境古河バスターミナル～成田 港間

約89㎞

関東自動車株式会社と千葉交通株式会社の

２社共同運行路線

境古河バスターミナル行きのバスをご利用される方は、入国手続き後、各ターミナルカウ

ンターで必ずご乗車前に乗車券をお買い求めください。

2階

1階ア
ク
セ
ス
通
路

ア
ク
セ
ス
通
路

S A K A I  K O G A  B U S  T E R M I N A L

境古河バスターミナル

▼ 境古河バスターミナル ご案内図 ▼ 周辺図

※自家用車駐車場は無料でご利用いただけます。満車の場合は駐車できません。

NARITA AIR ORT

成田空港

 CCESS M P

茨城県境町に

バスターミナル

E X  R E S S  B U S  F O R  N A R I T A  A I R  O R T

完成!!

便利
快適

駐車場
無料

乗り換え
なし

ふれあいの里南側駐車場
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